
デーノタメ遺跡特別展

デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
の
価
値
と

現
在
地

遺
跡
の
特
色
と
価
値

デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
は
、
市
内
の
下
石
戸

下
に
所
在
す
る
縄
文
時
代
中
期
〜
後
期
の

集
落
遺
跡
で
す
。
そ
の
特
色
は
、

①
縄
文
時
代
の
集
落
が
「
関
東
最
大
級
」

で
あ
る
こ
と

②
１
，
５
０
０
年
も
継
続
し
て
い
た
こ
と

③
台
地
上
の
集
落
と
低
地
遺
跡
が
セ
ッ
ト

で
残
る
こ
と

④
縄
文
人
の
植
物
利
用
や
漆
工
芸
の
実
態

が
リ
ア
ル
に
わ
か
る
こ
と

で
す
。

縄
文
時
代
中
期
は
縄
文
文
化
が
花
開
い

た
時
期
で
、
こ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う
に

「
環
状
集
落
」
と
い
う
、
ド
ー
ナ
ツ
形
の

大
規
模
な
集
落
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
開
発
に
よ
っ
て
そ
の
多
く
が
失
わ
れ

る
中
、
典
型
的
な
「
環
状
集
落
」
の
全
体

が
残
る
デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
は
、
今
や
貴
重

な
存
在
な
の
で
す
。

ま
た
、
デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
は
「
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
」
の
よ
う
に
情
報
の
詰
ま
っ
た

低
地
遺
跡
を
伴
っ
て
い
ま
す
。
通
常
で
は

腐
っ
て
し
ま
う
当
時
の
花
粉
、
ク
リ
や
ク

ル
ミ
な
ど
の
種
実
、
木
材
、
漆
製
品
な
ど

が
地
下
水
に
よ
り
真
空
パ
ッ
ク
さ
れ
、
そ

の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
当
時
の
植
生
や
縄
文
人
が

食
料
と
し
て
い
た
植
物
と
そ
の
変
化
な
ど

を
、
一
つ
の
遺
跡
で
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
が
、
こ
の
遺
跡
が
高
く
評

価
さ
れ
て
き
た
大
き
な
理
由
で
す
。

「
史
跡
相
当
の
遺
跡
」
に

登
載10

月
27
日
、文
化
庁
は「
国
指
定
史
跡
」

（
※
）
に
相
当
す
る
価
値
あ
る
遺
跡
の
リ

ス
ト
を
発
表
し
ま
し
た
。
重
要
な
埋
蔵

文
化
財
を
、
適
切
な
保
護
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
全
国
で
42
件
が
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
、
デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
は

県
内
で
唯
一リ
ス
ト
に
登
載
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
６
月
の
定
例
市
議
会
で
は
、

遺
跡
の
国
指
定
に
関
連
す
る
補
正
予
算
が

全
会一致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
市
で
は
地
権
者
へ
の
説
明
と
、
国
指

定
に
向
け
た
国
・
県
と
の
協
議
に
入
っ
て
い

ま
す
。
来
年
２
月
に
は
、
文
部
科
学
大
臣

に
意
見
具
申(

申
請)

を
行
う
予
定
で
す
。

そ
の
後
、
国
の
文
化
審
議
会
で
国
指
定

に
ふ
さ
わ
し
い
と
答
申
さ
れ
、
官
報
に
告

示
さ
れ
る
と
、
正
式
に
国
指
定
史
跡
と
な

る
の
で
す
。

デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
を
国
指
定
史
跡
と
し

て
保
存
し
、
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
何

よ
り
も
必
要
で
す
。

　全国的に水場の利用が不明な縄文時
代中期、そして後期のムラが水場と
セットで明らかになった非常に珍しい
遺跡です。
　豊富な生の木の実やベリーだけでな
く、土器圧痕などから、当時の食料を
はじめとするさまざまな有用な植物がム
ラの周りに継続的に存在し、利用して
いたことを実証できる点が魅力です。

佐々木 由香さん 阿部 芳郎さん
金沢大学特任准教授

（植物考古学・環境考古学）
明治大学教授

（縄文時代の社会構造と
生業・型式学）

研究者が語る！デーノタメ遺跡の価値と魅力
　デーノタメ遺跡は縄文時代中期から
後期のムラです。この時期には寒冷化
が起こりますが、デーノタメ遺跡は集
落を隣に移動させただけで、人々の暮
らしは継続しています。
　どのような知恵と技術で寒冷化を乗
り切ったのか、そのナゾを解き明かす
ことは、私たちの未来を考える時の重
要なヒントになるに違いありません。

第 4次調査の様子 (平成 20年 )　
この低地の調査は新聞 5 紙と NHK ニュースで取り上げら
れ、一躍有名になりました。それから 15 年が経っています。

デーノタメ遺跡の杜
もり

※ 国指定史跡…日本の歴史を正しく理解するうえで欠かせない学術的価値をもつ重要なものを史跡として指定し保存を図って後世に
　引き継ぐ制度です。有名なものは、青森県の「三内丸山遺跡」（縄文時代）、佐賀県の「吉野ヶ里遺跡」（弥生時代）などがあります。

② 2023年12月１日発行

第２次調査風景（平成 18年）

デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
は
今

「
関
東
最
大
級
」
の
縄
文
の
ム
ラ

市
の
南
部
地
区
に
は
、
住
宅
地
に
囲
ま
れ
、
ぽ
っ
か
り
と
島
の
よ
う
に
浮
か
ぶ
深
い
森

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、「
デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
」
の
森
で
す
。
こ
の
遺
跡
は
、
今

か
ら
約
５
，
０
０
０
年
前
の
縄
文
時
代
中
期
に
人
が
住
み
始
め
、
１
，
５
０
０
年
間
と

い
う
長
期
に
わ
た
っ
て
ム
ラ
が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
考
古
学
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て

き
た
こ
の
遺
跡
は
、
今
、
国
の
史
跡
指
定
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
特
集
で
は
、
デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
の
「
今
」
と
市
民
の
活
動
や
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特 集

①広報きたもとNo.1030


